
永
和
地
区
の
概
要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
高
野
（
こ
う
や
） 

高
野
町
に
は
高
い
野
原
や
丘
は
無
い
。
全
国
的
に
平
安
時
代(

一
二
〇
〇
年
前)

に
初
期
に
開
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
当
時
は
「
こ
う
や
」
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
の
代

表
が
和
歌
山
県
の
高
野
山
で
、「
高
野
」
と
は
当
て
字
。 

町
北(

ま
ち
き
た) 

明
治
二
十
二
年
四
月
一
日
、
栄
和(

え
い
わ)

村
が
誕
生
し
た
も
の
の
明
治
二
十

六
年
に
は
高
野
村
と
町
北
村
に
分
か
れ
た
。
若
松
町
の
北
側
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
町
北
村
と
名
付
け
ら
れ
た
。 

永
和
（
え
い
わ
） 

明
治
二
十
二
年(

一
八
八
九)
二
月
、
町
北
の
各
村
と
高
野
の

各
村
が
合
併
す
る
こ
と
が
決
ま
り
四
月
一
日
「
栄
和
村
」
が
誕

生
し
た
。
同
時
に
現
在
地
に
あ
る
上
高
野
小
学
校
が
栄
和
小
学

校
へ
改
称
さ
れ
た
。
し
か
し
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
村

議
会
補
欠
選
挙
や
村
長
選
挙
で
両
村
は
こ
と
ご
と
く
対
立
、
明

治
二
十
六
年
六
月
三
日
、
栄
和
村
は
分
裂
し
た
。
村
が
分
裂
し

た
の
で
明
治
二
十
七
年
二
月
両
村
で
学
校
組
合
を
設
立
、
呼
び

名
の
「
え
い
わ
」
は
残
し
、
文
字
は
「
永
く
和
が
続
く
よ
う
に
」

と
願
い
「
永
和
小
学
校
」
に
し
た
。 

会
津
ア
ピ
オ 

ア
ピ
オ
と
は
、
ラ
テ
ン
語
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
ぶ
、
つ
な
ぐ
を
意
味
。
平
成

四
年
二
月
に
は
卸
商
団
地
組
合
設
立
が
設
立
さ
れ
、
平
成
七
年
十
月
「
会
津
ア
ピ

オ
」
に
名
称
が
決
定
さ
れ
た
。 

せ
せ
な
ぎ
川 

永
和
小
学
校
の
校
歌
に
あ
る
川
で
、「
せ
せ
ら
ぎ
」
は
、
き
れ
い
な
川
を
意
味

し
ま
す
が
、「
せ
せ
な
ぎ
」
は
汚
れ
た
川
の
意
味
で
あ
る
。
一
箕
町
の
金
堀(

か
ね

ほ
り)

金
山
か
ら
汚
水
が
流
れ
て
い
た
た
め
。 

下
荒
久
田
（
し
も
あ
ら
く
だ
）
地
区 

 
 

荒
久
田
と
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
新
た
に
開
発
さ
れ
た

「
新
田
」
を
意
味
し
、
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
下
荒
久
田
と
い
う
。
室
町
時
代
か
ら

江
戸
時
代
に
は
、
米
沢
へ
行
く
、
米
沢
街
道
上
町
が
通
っ
て
い
た
。
集
落
内
に
は
、

享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
に
尊
勝
と
い
う
僧
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
医
王
山
宝
蔵
院

と
辨
天
堂
が
あ
る
。
八
乙
女
（
や
お
と
め
）
神
社
は
、
南
会
津
の
只
見
町
梁
取
の

南
に
あ
る
八
乙
女
村
か
ら
移
し
た
こ
と
か
ら
八
乙
女
神
社(

神
官
は
宗
像
姓)

と

い
う
。
稲
作
の
神
と
芸
能
の
神
、
荒
久
田
か
ら
屋
敷
・
中
ノ
明
へ
神
社
が
分
け
ら

れ
て
い
る
。 

屋
敷
（
や
し
き
）
地
区 

 

中
ノ
明
屋
敷
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
屋
敷
と
は
、
戦
国
時
代
末
か
ら
江
戸
時
代
初

め
に
開
発
さ
れ
た
集
落
を
呼
ぶ
。「
は
り
た
」
～
「
こ
う
や
」
～
「
あ
ら
た
」
～

「
や
し
き
」
～
「
し
ん
そ
ん
」
～
「
し
ん
で
ん
」
と
開
発
さ
れ
た
村
の
変
化
し
て

い
る
。
会
津
で
は
、「
し
ん
で
ん
」
は
既
存
集
落
か
ら
の
移
転
で
、「
し
ん
そ
ん
」

は
、
他
集
落
か
ら
の
移
転
者
に
よ
る
新
開
発
の
集
落
を
意
味
す
る
。 

屋
敷
は
、
南
会
津
郡
只
見
町
梁
取
の
梁
取
城
が
伊
達
政
宗
に
よ
っ
て
攻
め
ら
れ
、

新
潟
の
魚
沼
郡
へ
移
動
し
、
そ
の
後
に
現
在
地
へ
移
動
し
た
も
の
で
あ
る
。
神
社

と
寺
は
、
下
荒
久
田
と
一
緒
で
、
八
乙
女
神
社
は
、
只
見
の
八
乙
女
村
に
由
来
す

る
。 

 

会
津
戦
争
の
痕
跡 

会
津
戦
争
に
お
い
て
、
屋
敷
は
西
軍
の
進
攻
を
受

け
、
焼
き
払
わ
れ
た
が
蔵
が
二
棟
だ
け
残
っ
た
。
宗

像
家
の
蔵
が
そ
の
一
つ
で
、「
薩
州(

薩
摩
藩)

大
砲
方

二
番
丈
リ
ク(

上
陸)

」
と
墨
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
八
月
二
十
三
日
、
若
松
城
下
進
攻
時
か
ら
数
日
中
に
描
い
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。
屋
敷
は
、
薩
摩
藩
大
砲
隊
の
襲
撃
を
受
け
焼
か
れ
た
。
も
う
一
棟
残

さ
れ
た
の
は
、
雪
野
家
の
蔵
で
あ
る
。 

中
ノ
明
（
な
か
の
み
ょ
う
）
地
区 

 

観
音
寺
は
、
草
創
は
不
明
だ
が
、
真
言
宗
自
在
院
の
末
寺
で
、
天
文(

一
五
三

二
～
五
五)
中
に
宥
栄
が
再
興
し
て
い
る
。
本
尊
は
、
沼
木
沼
内
に
沈
ん
で
、
毎

夜
光
っ
て
い
た
仏
像
。
沼
の
中
が
明
る
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
中
ノ
明
と
名
付
け
ら

れ
た
。
昔
は
、
明
吉
山
観
音
寺
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
妙
吉
山
密
蔵
院
と
い
い

十
七
番
札
所
と
な
っ
て
い
る
。
三
月
十
七
日
の
祭
礼
に
は
沼
で
刈
り
取
ら
れ
た
稲



穂
を
供
え
て
供
養
し
て
い
た
。
ご
詠
歌
は 

「
参
る
よ
り 

頼
み
を
か
け
し 

観
世
音 

沼
木
の
沼
に 

浮
か
ぶ
水
鳥
」 

 
中
ノ
明
館
跡 

 

中
ノ
明
館
跡
は
、『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
、
延
徳
中
（
一

四
九
〇
年
頃
）
大
島
小
太
郎
守
信
に
よ
っ
て
館
が
築
か
れ
た
。

大
島
氏
が
住
ん
で
い
た
館
跡
は
、
町
北
連
絡
所
跡
で
あ
る
。

六
郎
常
義
が
先
祖
で
、
六
郎
と
は
千
葉
氏
の
一
族
で
、
千
葉

県
佐
原
市
付
近
に
住
ん
で
い
た
国
分(

矢
作)

常
義
の
よ
う
で

あ
る
。 

達
摩
（
だ
る
ま
）
地
区 

 

達
摩
堂
が
あ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
中
ノ
明
か
ら

分
か
れ
た
村
で
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
上
杉
景
勝
に
よ
る
神
指
城
築
城
に

伴
い
、
武
藤
村
か
ら
移
転
し
て
村
が
で
き
た
。
城
は
、
築
城
が
中
止
さ
れ
、
元
の

集
落
に
戻
っ
た
家
も
い
た
が
、
戻
ら
ず
そ
の
ま
ま
住
み
つ
い
た
家
が
あ
っ
た
。 

藤
室
（
ふ
じ
む
ろ
）
地
区 

村
の
北
に
は
、
神
指
か
ら
移
さ
れ
た
天
満
宮
が
あ

る
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
上
杉
景
勝
に
よ
る
神
指
城
築
城
に

伴
い
、
武
藤
村
、
天
満
村
、
横
沼
村
、
東
神
指
村
な
ど
か
ら
移
転
し

て
村
が
で
き
た
。
城
は
、
築
城
が
中
止
さ
れ
、
元
の
集
落
に
戻
っ
た

家
も
い
た
が
、
戻
ら
ず
そ
の
ま
ま
住
み
つ
い
た
家
が
あ
っ
た
。
会
津

の
皆
川
一
族
の
総
本
家
は
藤
室
に
住
ん
で
い
た
。 

 

会
津
戦
争
の
時
、
西
軍
が
城
下
に
侵
入
し
た
二
日
後
の
慶
応
四

年
（
一
八
六
八
）
八
月
二
十
五
日
、
会
津
藩
と
西
軍
と
の
戦
い
が
町

北
町
で
あ
っ
た
。
神
指
町
橋
本
の
柳
橋
の
た
も
と
で
は
西
軍
の
大

垣
藩
と
長
州
藩
が
陣
取
り
守
備
し
て
い
た
。
会
津
藩
で
は
、
越
後
街

道
と
米
沢
街
道
の
双
方
か
ら
若
松
城
下
に
入
ろ
う
神
指
の
高
久
か
ら
進
行
す
る

作
戦
を
と
っ
た
。
そ
の
戦
い
は
、
娘
子
隊
（
婦
女
隊
）
の
中
野
竹
子
ら
が
戦
っ
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
時
、
会
津
若
松
市
町
北
町
藤
室
、
中
ノ
明
の
集
落

は
、
会
津
藩
に
よ
っ
て
火
が
掛
け
ら
れ
、
ほ
ぼ
全
焼
し
、
残
っ
た
の
は
数
軒
だ
け

と
な
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
八
月
二
十
五
日
の
災
難
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
、

藤
室
で
は
、
今
で
も
二
十
五
日
は
火
伏
と
し
て
、「
愛
宕
神
社
祭
り
」
を
開
催
し

火
災
が
起
き
な
い
よ
う
祈
願
し
て
い
る
。
町
北
町
藤
室
の
皆
川
家
の
伝
承
で
は
、

戸
ノ
口
原
の
戦
い
に
行
っ
た
も
の
の
激
戦
で
恐
ろ
し
く
な
り
、
す
ぐ
に
は
家
に
帰

ら
ず
二
日
間
隠
れ
て
戻
っ
た
と
こ
ろ
、
家
は
燃
や
さ
れ
て
無
く
な
っ
て
い
た
と
い

う
。 

 

平
沢
（
ひ
ら
さ
わ
）
地
区 

 

広
沢
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
湯
川
と
大
川
か
ら
支
流
だ
っ
た

応
湖
川
が
平
沢
の
西
で
ぶ
つ
か
り
波
が
立
っ
て
い
た
の
で
高

瀬
、
合
流
し
広
く
な
っ
て
い
た
の
で
広
沢
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
湯
川
も
改
修
さ
れ
、
平
ら
な
沢
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
「
平
沢
」
と
な
る
。
曹
洞
宗
国
性
寺
は
会
津
三
十
三
観
音

札
所
十
六
番
で
御
詠
歌
は
「
参
り
来
て 

浮
世
を
こ
こ
に 

忘
れ
置
く 

心
及
ば
ぬ 

広
沢
の
月
」 

平
沢
館
跡 

村
の
北
に
は
、『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
館
跡
が
あ
り
、
室
町
時
代
に
は
二
国

（
新
国
）
若
狭
が
、
三
十
七
メ
ー
ト
ル
四
方
の
広
さ
が
あ
っ
た
。
館
跡
近
く
に
は
、

「
ア
ラ
ハ
バ
キ
神
社
」
が
あ
る
。
そ
の
神
社
の
発
祥
は
、
青
森
県
津
軽
地
方
で
、

製
鉄
集
団
の
神
社
で
あ
る
。
会
津
地
方
で
は
、
平
沢
と
会
津
若
松
市
湊
町
赤
井
に

あ
り
、
南
は
埼
玉
県
秩
父
ま
で
分
布
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中
地
（
な
か
ぢ
）
地
区 

 

湯
川
に
よ
っ
て
中
洲
の
よ
う
な
地
形
を
中
地
と
い
う
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
。
室
町
時
代
に
平
塚
に
住
ん
で
い
た
平
塚
氏
が
移
転
し
、
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。

平
塚
に
住
む
平
塚
氏
は
、
平
塚
で
由
来
の
平
塚
の
長
絶
え
な
い

よ
う
に
と
中
地
か
ら
移
動
し
た
家
で
あ
る
。 

 
中
地
館
跡 

『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
、
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
に
猪

苗
代
兼
載
の
弟
子
で
、
平
塚
丹
波
守
実
恒
が
住
み
、
天
満
宮
の

前
で
連
歌
を
歌
っ
た
と
い
う
。
館
跡
は
、
南
北
五
十
四
メ
ー
ト

ル
、
東
西
三
十
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
子
孫
は
現
在
こ
こ
に
住
ん
で

い
な
い
。
平
塚
氏
の
本
家
は
、
会
津
戦
争
直
後
、
会
津
藩
主
と

共
に
青
森
県
の
斗
南
藩
へ
移
っ
た
が
、
そ
の
後
、
中
地
に
戻
る



と
、
本
家
の
関
係
者
が
本
家
に
入
り
そ
の
ま
ま
に
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
住
む

こ
と
が
で
き
ず
、
喜
多
方
に
移
住
し
、
現
在
も
平
塚
氏
本
家
は
喜
多
方
に
住
ん
で

い
る
。
中
地
に
は
、
今
で
も
本
家
の
墓
地
が
あ
る
。 

 
上
高
野
（
か
み
こ
う
や
）
地
区 

 

平
安
時
代
に
開
発
さ
れ
た
地
区
。
村
東
に
あ
る
西
方
寺
は
『
新
編
会
津
風
土
記
』

に
よ
る
と
、
曹
洞
宗
で
、
穴
沢
氏
が
勢
力
を
持
っ
て
い
た
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）

に
、
僧
の
伝
長
が
開
基
し
、
伊
達
政
宗
に
よ
り
焼
失
し
、
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）

に
寒
首
座
が
再
興
し
た
と
い
う
。 

 

高
野
神
社
と
白
髭
洪
水 

村
の
北
西
に
は
、
高
野
町
神
社
が
あ
る
。『
会
津
鑑
』
に
よ
る
と
、
此
の
神
社
、

天
文
年
中
の
洪
水
に
て
、
神
の
祠
が
漂
い
来
流
れ
着
き
神
社
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

少
し
丘
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
所
に
留
ま
っ
た
の
で
、
丘
降
神
社
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
洪
水
と
は
、『
会
津
旧
事
雑
考
』
に
天
文
五
年(

一
五
三
六)

六
月

二
十
八
日
「
白
鬚
大
水
」
を
指
す
も
の
で
、
会
津
最
大
の
洪
水
と
さ
れ
、
大
川
（
阿

賀
川
）
の
流
れ
が
、
そ
れ
ま
で
は
本
郷
か
ら
新
鶴
方
面
に
流
れ
て
い
た
が
、
本
郷

か
ら
北
に
流
れ
が
変
わ
っ
た
大
洪
水
の
こ
と
で
あ
る
。 

下
高
野
（
し
も
こ
う
や
）
地
区 

 

高
野
と
は
平
安
時
代
初
め
に
開
発
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。

村
西
に
、
十
里
柳
が
あ
る
。『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
、
至
徳
元
年
（
一
三
八
四
）

に
黒
川
城
が
築
城
さ
れ
た
時
、
材
木
を
集
め
た
場
所
と
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
三
年

後
の
嘉
慶
元
年
（
一
三
八
七
）
千
福
寺
を
良
尊
が
建
立
し
て
い
る
。
良
尊
は
、
一

字
一
石
経
を
埋
め
、
そ
の
上
に
山
王
神
社
（
現
在
は
日
枝
神
社
）
を
建
て
て
い
る
。

『
伊
達
治
家
記
録
』
に
、
こ
の
寺
は
、
伊
達
政
宗
の
会
津
進
攻
に
よ
り
焼
失
し
、

乳
母
の
妙
心
院
の
た
め
に
膳
徳
院
を
建
て
て
い
る
。 

十
里
柳(

じ
ゅ
う
り
や
な
ぎ)  

 

若
松
城
の
大
手
門
か
ら
十
里
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

『
北
会
津
郡
郷
土
誌
』
に
よ
る
と
「
府
城
よ
り
十
里
に

当
る
故
に
そ
の
印
と
し
て
加
藤
嘉
明(

よ
し
あ
き)

植
え

し
も
の
」。
保
科
正
之
公
以
前
の
一
里
は
、
六
町(

六
五

四
メ
ー
ト
ル)

が
一
里
だ
っ
た
た
め
目
印
で
植
え
た
も

の
で
、
十
里
柳
の
地
は
北
出
丸
か
ら
六
．
五
四
キ
ロ
あ
る
。 

吉
田
（
よ
し
だ
）
地
区 

 

葦
の
多
い
田
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
よ
う
だ
。
上
吉
田
は
、
江
戸
時
代
前

半
ま
で
神
指
町
東
神
指
に
あ
り
、
そ
の
中
で
、
次
男
や
三
男
が
新
天
地
の
吉
田
に

う
っ
た
と
い
う
。
古
墓
の
江
川
家
墓
あ
り
「
上
吉
田
界
沢
引
越
」
と
彫
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
墓
に
は
、「
享
保
十
九
年(

一
六
三
四)

」
と
「
肝
煎
役
二
十
年
余
」
と
あ

る
。
上
吉
田
の
稲
荷
神
社
が
老
朽
化
に
伴
い
、
平
成
二
十
八
年
九
月
に
解
体
さ
れ

て
、
十
一
月
に
新
築
し
た
時
、
屋
根
の
柱
に
「
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
銘
の
墨

書
き
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
創
建
年
が
判
明
し
た
。
古
墓
の
記
録
と
神
社
の
創

建
年
代
と
合
う
こ
と
か
ら
、
上
吉
田
は
、
江
戸
時
代
の
一
七
一
二
年
に
現
在
地
に

移
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
年
代
は
、
天
然
痘
が
大
流
行
し
た
こ
と
が
『
家

世
実
紀
』
に
書
か
れ
、
終
息
ま
で
に
は
三
年
間
か
か
っ
て
い
る
。
疫
病
に
よ
り
移

転
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
地
蔵
尊
堂
は
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
当
初
六
体

の
地
蔵
尊
が
祀
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
一
体
無
く
な
り
、
現
在
五
体
で
、
子
育
て
地

蔵
と
し
て
ご
利
益
が
あ
る
。 

矢
玉
遺
跡
と
「
亀
の
尾
」 

下
吉
田
の
矢
玉
遺
跡
か
ら
は
、
一
二
〇
〇
年
前
の
種
籾
の
品
種
を
書
い
た
「
木

簡
」
が
平
成
六
年
の
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
種
籾
木
簡
は
、
五
点
あ
り
、

「
白
和
世
」
二
点
、「
荒
木
」
一
点
、「
長
非
子
」
一
点
、「
足
張
（
す
く
は
り
）」

一
点
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、「
足
張
」
と
「
荒
木
」
は
明
治
以
降
も
栽
培
さ
れ
、

徳
島
県
や
広
島
県
に
種
籾
が
残
っ
て
い
た
。「
白
和
世
」
は
、
明
治
時
代
に
東
北

地
方
で
広
く
栽
培
さ
れ
、
明
治
二
十
六
年(

一
八
九
三)

の
冷
害
時
、
山
形
県
庄
内

町
の
阿
部
亀
治
が
「
白
早
生
」
の
中
に
倒
れ
な
か
っ
た
三
本
の
穂
を
改
良
し
三
年

後
の
明
治
二
十
九
年
「
亀
ノ
尾
」
が
誕
生
。 

「
白
早
生---

亀
ノ
尾---

陸
羽
一
三
二
号---

農
林
一
号---

コ
シ
ヒ
カ
リ
・
農

林
一
〇
〇
号
」 

 
 

 

森
台
（
も
り
だ
い
） 

 

江
戸
時
代
以
前
は
、
西
木
流
の
西
側
、
東
森
台
と
現
在
の
東
約
百
㍍
に
中
森
台

が
あ
っ
た
。
こ
の
村
は
、
北
半
分
が
湯
川
村
と
い
う
変
わ
っ
た
村
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
神
社
と
寺
が
あ
る
。
現
在
西
木
流
と
な
っ
て
い
る
墓
地
に
は
東
森
台
が
あ
っ
た
。



『
会
津
古
塁
記
』『
会
津
鑑
』
に
、
延
徳
年
間
（
一
四
九
〇
年
頃
）
に
佐
瀬
七
郎
盛

滋
が
館
を
築
い
た
と
あ
る
。 

 
界
沢
（
さ
か
い
ざ
わ
）
地
区 

 

会
津
郡
と
河
沼
郡
と
の
境
に
あ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
沢
と
は

「
た
く
」
と
も
呼
び
、
東
高
久
か
ら
分
か
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
界
沢
西
に
あ

る
工
業
団
地
の
地
は
、
東
高
久
と
呼
び
約
千
二
百
年
前
、
会
津
郡
の
下
に
「
郷
」

が
あ
り
、
そ
の
一
つ
「
多
具
郷
」
が
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
初
め
の

慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）、
慶
長
会
津
地
震
に
よ
っ
て
村
が
崩
壊
し
、
慶
長
十

八
年
（
一
六
一
三
）
に
、
界
沢
と
高
久
に
分
か
れ
て
い
る
。 

界
沢
館
跡 

界
沢
に
は
、
二
つ
の
館
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
村
中
で
東
館
（
本
館
）
と
い
い
、

『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
南
北
四
十
八
メ
ー
ト
ル
、
東
西
三
十
八
メ
ー

ト
ル
あ
り
、
松
本
土
佐
が
築
き
、
後
に
金
屋
尾
張
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
。
金
屋

姓
は
、
そ
の
名
残
で
あ
る
。
村
の
北
西
に
は
、
西
館
（
分
家
館
）
が
、
南
北
五
十

四
メ
ー
ト
ル
、
東
西
三
十
八
メ
ー
ト
ル
の
館
が
あ
り
、
金
屋
氏
が
住
ん
で
い
た
と

い
う
。 

上
杉
時
代
、
直
江
兼
続
の
東
雲
寺 

村
の
北
西
に
は
、
耕
新
寺
が
あ
り
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
獨
峯
が
再
興

し
て
い
る
。
ま
た
、
北
西
の
熊
野
神
社
附
近
に
、
越
後
国
南
魚
沼
の
雲
東
庵
を
直

江
兼
続
が
持
っ
て
き
た
東
雲
寺
と
名
乗
り
途
中
ま
で
寺
を
建
て
て
い
た
。
そ
の
後
、

東
雲
寺
は
、
直
江
兼
続
が
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
に
米
沢
に
移
封
と
な
る
と
、

寺
も
移
っ
た
が
、『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
東
雲
寺
会
津
若
松
市
大
戸
町
上
三
寄

と
大
町
に
分
か
れ
移
さ
れ
た
が
、
大
町
の
寺
は
、
会
津
戦
争
で
焼
失
し
て
い
る
。 

 

西
木
流
（
に
し
き
な
が
し
）
地
区 

 

木
流
の
西
に
あ
る
こ
と
か
ら
江
戸
時
代
に
名
付
け
ら
れ
た
。
室
町
時
代
に
は
、

西
側
部
分
は
、
東
森
台
と
呼
ん
で
い
た
。『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
、
南
北
三
十
四

メ
ー
ト
ル
、
東
西
四
十
一
メ
ー
ト
ル
の
館
が
あ
り
、
延
徳
年
間
（
一
四
九
〇
年
頃
）

に
佐
瀬
七
郎
盛
滋
が
館
を
築
き
、
天
正
頃
（
一
五
九
〇
年
頃
）
に
は
の
ち
に
森
代

氏
と
名
乗
っ
た
森
代
又
治
郎
が
住
ん
で
い
た
。
西
木
流
の
南
に
あ
っ
た
西
木
流
Ｃ

遺
跡
か
ら
は
九
世
紀
中
頃
に
営
ま
れ
た
掘
立
柱
建
物
跡
が
検
出
さ
れ
、
東
海
地
方

の
緑
釉
陶
器
や
灰
釉
陶
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
有
力
豪
族
が
住
ん
で

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

橋
本
木
流
（
は
し
も
と
き
な
が
し
）
地
区 

 

橋
本
木
流
の
馬
頭
観
音
堂
か
平
塚
の
薬
師
堂
を
建
て
る
時
、
会
津
若
松
市
河
東

町
藤
倉
の
二
階
堂
（
国
重
要
文
化
財
・
室
町
時
代
建
立
）
の
余
っ
た
材
木
を
川
に

流
し
流
し
た
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
川
は
、「
大
工
川
」
と
和
ば
れ
、
平
塚

の
南
を
流
れ
て
い
る
。『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
は
、 

「
昔
、
河
沼
郡
代
田
組
藤
倉
村
に
二
階
堂
を
建
立
せ
し
、
材
木
の
余
れ
る
を
川

に
流
し
来
り
、
こ
の
村
に
観
音
堂
を
造
立
す
、
故
に
村
名
と
し
、
そ
の
川
も
大
工

川
と
名
づ
け
し
ぞ
」 

と
書
か
れ
て
い
る
。
と
書
か
れ
て
い
る
。
一
月
十
七
日
、
四
月
八
日
の
例
祭
で

は
、
会
津
一
円
の
大
行
事
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
年
の
農
事
を
無
事
に
送
る
た
め
飾

り
馬
と
共
に
祈
る
と
と
も
に
、
同
祭
礼
に
は
馬
頭
観
音
堂
の
前
に
あ
る
子
育
稲
荷

神
社
に
も
町
方
よ
り
御
産
の
無
事
を
祈
る
参
詣
の
人
々
が
長
蛇
の
列
を
な
し
賑

わ
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
昭
和
二
十
年
代
ま
で
は
、
住
職
も

慧
日
寺
、
勝
常
寺
よ
り
応
援
を
受
け
四
月
八
日
に
は
、
堂
の

前
に
馬
が
千
頭
く
ら
い
描
か
れ
て
い
る
絵
旗
（
明
治
三
十
六

年
制
作
）
を
掲
げ
て
、
参
詣
を
迎
え
て
い
た
。
昭
和
四
十
三

年
に
は
、
馬
頭
観
音
堂
が
ロ
ー
ソ
ク
の
火
で
焼
失
し
た
が
、

本
尊
の
馬
頭
観
音
は
難
を
逃
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
昭
和
四
十

五
年
に
近
隣
の
支
援
に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
再
建
さ
れ
て

い
る
。『
江
戸
時
代
に
は
会
津
藩
主
が
、
見
に
来
て
い
た
と
い

い
、
岩
浅
松
石
の
年
中
行
事
の
四
月
に
も
描
か
れ
て
い
る
。 

 

木
流
の
彼
岸
獅
子 

会
津
の
獅
子
舞
は
、
天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
に
源
頼
義
、
義
家
が
安
部
一
族

を
討
つ
時
、
家
臣
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
舞
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
は
、
義
家
が
八
幡
神
社
の
分
霊
を
会
津
に
勧
請
し
た
と
き
に
舞
っ
た
と
も
い
う
。

天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
に
疫
病
が
流
行
り
、
神
に
獅
子
舞
を
奉
納
し
て
病
気
を

追
い
払
っ
た
と
も
い
う
。
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
に
保
科
正
之
が
山
形
か
ら

会
津
に
移
封
に
な
っ
た
時
、
一
緒
に
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
正
保
二
年
（
一



六
五
四
）
に
那
須
市
野
沢
よ
り
小
松
の
獅
子
が
伝
わ
っ
た
と
も
い
う
。 

 
平
塚
（
ひ
ら
つ
か
）
地
区 

 
約
六
百
年
前
に
、
平
塚
氏
と
い
う
の
が
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
室
町
時
代
の
応
永
二
十
二
年
（
一
四
一
五
）

に
平
塚
五
郎
左
衛
門
が
薬
師
堂
を
建
て
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
そ
の
後
、
平
塚

氏
は
町
北
町
の
中
地
に
移
っ
て
い
る
。 

南
北
朝
時
代
、
埼
玉
県
春
日
部
市
の
領
主
だ
っ
た
春
日
部
氏
は
、
南
朝
方
で
あ

り
敗
北
し
、
関
東
に
住
ん
で
い
た
が
、
上
杉
氏
の
配
下
と
な
り
、
そ
の
後
、
新
潟

県
へ
移
り
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
上
杉
氏
が
会
津
に
入
っ
た
時
、
一
緒
に

会
津
へ
来
て
、
平
塚
に
住
む
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本
画
の
春
日
部
た
す
く
は
こ
こ

の
出
身
で
あ
る
。
ま
た
、
平
塚
に
は
、
平
塚
館
跡
が
あ
る
。『
新
編
会
津
風
土
記
』

に
は
平
塚
四
郎
某
が
住
ん
で
い
た
と
あ
り
、
そ
の
館
跡
は
、
春
日
部
宅
で
あ
る
。

天
正
中
（
一
五
七
三
～
九
二
）
頃
に
保
仙
と
い
う
僧
が
い
た
。『
会
津
鑑
』
に
は
、

応
永
二
〇
年
（
一
四
一
三
）
に
薬
師
堂
が
建
て
ら
れ
た
と
あ
る
。 

 

上
沼
の
「
馬
頭
観
音
臨
時
停
車
場
」 

 

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
一
月
二
〇
日
、
現
在
の
磐
越
西
線
、
当
時
の
岩

越
鉄
道
は
、
渋
沢
栄
一
が
取
締
役
で
就
任
し
、
若
松
か
ら
喜
多
方
町
間
が
開
通
し

た
。
鉄
道
は
、
木
流
の
馬
頭
観
音
堂
東
側
を
通
っ
て
い
る
。
昭
和
九
年
十
一
月
一

日
に
は
、
堂
島
、
笈
川
、
姥
堂
の
無
人
駅
も
設
置
さ
れ
る
が
、
堂
島
駅
は
、
当
初

馬
頭
観
音
堂
東
側
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
所
は
、
上
沼
に
停
車
場

と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
細
長
く
用
地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。 

 

沼
木
（
ぬ
ま
ぎ
）
地
区 

 

沼
木
と
は
、
沼
に
囲
ま
れ
た
村
を
意
味
す
る
。 

沼
木
館
跡 

上
沼
木
に
は
、
室
町
時
代
に
館
が
あ
り
、『
会
津
古
塁
記
』『
会
津
鑑
』
に
、
南

北
五
十
六
メ
ー
ト
ル
、
東
西
五
十
二
メ
ー
ト
ル
の
沼
木
館
が
あ
り
、「
菊
地
弥
三

次
頼
清
住
」（
会
津
鑑
に
は
菊
地
弥
三
治
頼
清
と
あ
る
）
あ
り
、
そ
の
跡
は
、
菊
地

則
雄
氏
宅
で
あ
る
。
菊
地
氏
は
、
裏
磐
梯
桧
原
の
穴
沢
一
族
の
家
臣
で
、
木
流
の

穴
沢
氏
の
配
下
で
、
沼
木
と
中
前
田
を
支
配
し
て
い
た
豪
族
で
あ
る
。
伊
達
政
宗

の
会
津
進
攻
後
も
残
り
、
肝
煎
を
勤
め
て
い
た
。
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
は
、

光
福
寺
を
僧
の
秀
賢
が
再
興
し
て
い
る
。 

中
前
田
（
な
か
ま
え
だ
）
地
区 

 

中
前
田
の
せ
せ
な
ぎ
川
を
挟
ん
だ
北
に
は
、
中
島
村
と
い
う
の
が
昔
あ
っ
た
。

そ
の
前
に
あ
る
田
だ
っ
た
の
で
中
前
田
と
い
う
。 

中
前
田
館
跡 

上
沼
木
の
菊
地
氏
が
、
館
を
築
い
て
い
た
。
南
北
三
十
四
㍍
、
東
西
四
十
五
㍍

あ
り
、
集
落
東
側
に
土
塁
の
一
部
が
残
さ
れ
て
い
る
。『
会
津
古
塁
記
』
に
「
菊
地

右
近
頼
景
住
」
と
あ
り
、『
会
津
鑑
』
に
は
「
菊
地
右
近
頼
住
」
と
書
か
れ
て
い

る
。
上
沼
木
の
菊
地
氏
の
分
家
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
前
田
は
菊
地
氏
が

開
発
し
た
集
落
で
あ
る
。 

 

七
ツ
壇
遺
跡 

集
落
内
を
戦
国
時
代
と
江
戸
時
代
の
米
沢
街
道
上
道
が
通

っ
て
い
て
、
集
落
の
南
、
街
道
沿
い
に
は
「
七
ツ
壇
遺
跡
」
が

あ
っ
た
。
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
ほ
場

整
備
に
伴
い
市
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
一
号

塚
跡
か
ら
「
弘
治
四
年
（
一
五
五
八
）
今
日
吉
日
」
と
彫
ら
れ

た
銅
製
経
筒
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
時
代
に
全
国

を
回
遊
し
て
い
た
修
行
僧
「
廻
国
聖
（
か
い
こ
く
ひ
じ
り
）」
が 

埋
め
た
こ
と

が
判
明
し
て
い
る
。 

 

鶴
沼
（
つ
る
ぬ
ま
）
地
区 

 

せ
せ
な
ぎ
川
と
上
高
野
の
間
に
鶴
の
首
の
よ
う
な
沼
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
。『
会
津
鑑
』
に
よ
る
と
「
下
小
屋
村
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
と
あ
る

が
、
そ
れ
は
誤
記
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
新
編
会
津
風
土
記
』
に
は
鶴
沼

山
松
明
寺
と
の
記
載
が
あ
る
の
で
、
い
つ
か
ら
呼
ば
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
江
戸

時
代
か
ら
鶴
沼
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
、
木
流
の
穴
沢
氏
の
影
響
を
受
け
、

葦
名
氏
の
四
天
宿
老
の
松
本
氏
が
滅
ん
だ
後
、
一
族
を
保
護
し
住
ま
わ
せ
て
い
る
。

後
に
松
本
氏
は
、
河
東
町
藤
倉
に
移
り
郷
頭
と
な
っ
て
い
る
が
藤
倉
に
は
延
命
寺

が
あ
る
も
の
の
松
本
氏
だ
け
は
秀
長
寺
の
檀
家
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

文 

永
和
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
会
長 

石
田
明
夫 

「
令
和
五
年
三
月 

永
和
の
暮
ら
し
と
歴
史
」
を
参
考
に
修
正 


